
❺　ぎょうだ議会だより

答  

「
行
田
市
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
要
綱
」
及
び
「
行
田
市
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
て
、
法
令
の
規
定

に
基
づ
く
場
合
や
、
犯
罪
や
事
故
の
捜
査

を
目
的
と
す
る
場
合
等
を
除
き
、
記
録
さ

れ
た
映
像
の
第
三
者
へ
の
閲
覧
ま
た
は
提

供
を
禁
止
す
る
な
ど
、
個
人
情
報
の
保
護

に
関
し
適
切
な
措
置
を
取
り
な
が
ら
運
用

し
て
い
る
。

問  

郷
土
博
物
館
の
管
理
運
営
に
対
す
る

経
費
は
増
加
傾
向
だ
が
、
そ
れ
を
補
填
す

る
入
館
料
収
入
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
入
館
料
を
増
額
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答  

郷
土
博
物
館
は
公
立
の
博
物
館
で
あ

り
、
博
物
館
法
に
お
い
て
本
来
入
館
料
は

原
則
無
料
と
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、

維
持
管
理
の
た
め
に
や
む
を
得
な
い
場
合

と
し
て
入
館
料
を
徴
収
し
て
い
る
。
本
来

の
博
物
館
の
入
館
料
と
し
て
は
適
正
で
あ

る
と
考
え
る
。

  　     

問  

空
調
設
備
更
新
工
事
請
負
費
に
つ
い

て
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
お

い
て
産
業
文
化
会
館
は
あ
と
約
５
年
で
除

却
と
な
っ
て
い
る
。
本
当
に
必
要
な
改
修

だ
っ
た
の
か
。

答  

産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル
は
有
料
貸
出

施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
利
用
環

境
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考

え
に
よ
り
工
事
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

問  

生
活
路
線
バ
ス
運
行
支
援
事
業
に
お

い
て
、
各
路
線
へ
の
負
担
金
、
補
助
金
が

前
年
度
、
前
々
年
度
と
比
較
し
て
大
き
く

減
額
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

答  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言
や
外
出
制
限
措
置

が
講
じ
ら
れ
た
年
度
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
一
時
的
に
増
額
と
な
っ
て
い
た
も
の

が
、
利
用
者
の
回
復
等
に
伴
い
収
支
が
改

善
し
た
等
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問  

企
業
誘
致
促
進
事
業
に
お
い
て
、
誘

致
候
補
地
の
埋
蔵
文
化
財
を
市
が
先
行
試

掘
し
た
結
果
の
情
報
は
、
企
業
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
提
供
し
、
誘
致
活
動
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

答  

企
業
誘
致
課
が
相
談
を
受
け
た
場
合

に
、
試
掘
結
果
の
情
報
提
供
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

掲
載
す
る
な
ど
、
窓
口
に
来
る
こ
と
な
く

情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問  

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
６
社
か
ら
９
社
に
増

や
し
た
が
、
寄
付
額
が
減
少
し
た
と
い
う

結
果
に
つ
い
て
、
原
因
を
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
か
。

  　    

答  

本
市
に
お
い
て
人
気
の
高
い
返
礼
品

が
、
製
造
業
者
の
生
産
調
整
に
よ
り
供
給

が
滞
っ
た
た
め
、
断
続
的
に
欠
品
が
発
生

し
た
こ
と
に
よ
り
寄
付
額
が
減
少
し
た
も

の
と
分
析
し
て
い
る
。

問  

ふ
る
さ
と
納
税
管
理
業
務
委
託
先
に

つ
い
て
、
一
般
競
争
入
札
を
行
う
予
定
は

あ
る
か
。

答  

現
在
契
約
し
て
い
る
事
業
者
を
変
更

す
る
場
合
、
返
礼
品
提
供
事
業
者
と
新
た

な
委
託
業
者
と
の
間
で
返
礼
品
の
配
送
等

に
か
か
る
再
契
約
や
、
掲
載
サ
イ
ト
へ
の

情
報
の
再
登
録
等
の
負
担
が
生
じ
、
ふ
る

さ
と
納
税
事
業
に
不
利
益
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
な
事
態
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
随
意
契
約
と
し
て
い
る
。

⃝

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書　
　
（
原
案
可
決
）

　
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
は
、
埼
玉
県

最
低
賃
金
を
令
和
７
年
11
月
１
日
か
ら
時

議

員

提

出

議

案

間
額
１
１
４
１
円
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
を

発
表
し
た
。こ
れ
は
、時
間
額
表
示
と
な
っ

た
平
成
14
年
度
以
降
、
最
も
大
き
い
引
上

げ
額
（
63
円
）
と
な
る
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
及
び
経
済
産
業
省

で
は
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

影
響
を
受
け
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
へ
の
各
種
支
援
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
中
小
企
業
庁
で
は
、
過
去
最

大
と
な
っ
た
今
般
の
最
低
賃
金
引
上
げ
に

対
応
す
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を

後
押
し
す
る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
に

加
え
、
新
た
な
対
応
策
も
含
め
た
支
援
策

を
令
和
７
年
９
月
９
日
に
公
表
し
た
。

　
し
か
し
、
諸
税
金
や
社
会
保
険
料
の
負

担
に
加
え
て
、
住
居
費
、
食
費
、
水
道
光

熱
費
等
の
支
払
い
は
、
世
界
的
な
物
価
高

騰
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　
国
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
経
済
の
好
循

環
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
賃
金
引
き
上
げ

の
余
力
を
確
保
で
き
る
よ
う
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
を
進
め
つ
つ
、

政
府
目
標
に
向
け
て
大
幅
な
引
き
上
げ
に

よ
る
賃
金
の
底
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
最
低
賃
金
を

抜
本
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
及
び
中
小
企

業
支
援
策
の
更
な
る
拡
充
を
実
現
す
る
よ

う
国
に
求
め
る
。

（
提
出
先　
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
）

郷土博物館


